
平成２４年度事業報告 

１ 研究テーマ 

 酒造用原料米の酒造適性に関する研究  

 

２ 研究の現況・進捗状況  

（１） 概要  

 酒米研究会は、原料米の酒造適性を総合的に研究すること及び当該酒造期に使用され

る原料米の性質をできるだけ早期に把握し、それぞれの原料米に適した酒造管理を行える

ようにすることを目的としている。 

 主な活動は、酒米研究会総会及び酒米懇談会の開催並びに原料米の全国統一分析で

ある。また、本会は酒類製造技術者のみならず、育種・栽培関係者、米に関する研究者等、

広く酒米に関心を持つ者も会員として受け入れている。現在の会員構成は、２６４名の個人

と５機関から成っている。 

 酒米懇談会（第３６回、平成２４年９月２０日開催）においては、（２）ロに掲げるように、５名

の講師に、様々な観点から話題提供をお願いし、活発な意見交換がなされ、参加者にとっ

て大きな収穫になった。 

 原料米の全国統一分析は、２３年度産米について例年どおり行い、７９品種、２３

４点の原料米の分析値及び予測される性質について、（３）刊行物の発行等に掲げる

文書により、関係者に報告した。 

 平成２４年度産米については、日本酒造組合中央会と酒類総合研究所が実施する早期

（０次）酒造適性分析及び放射能分析のための試料として、酒類総合研究所に試料提供し

た。酒類総合研究所で実施された早期（０次）酒造適性分析の結果について、詳細な解析

を行い本年度の原料米の酒造適性情報として１２月３日付で各支部に報告した。また、各

支部において分析が終了した結果について取りまとめ、第１次の速報として１２月１２日付で

関係者に報告した。 

 

（２） 研究会開催等  

 イ 平成２４年度酒米研究会総会、第３８回酒米研究会  

  ① 開催月日  平成２４年５月２２日（火） 

  ② 開催場所  東広島市西条西本町２８番６号  東広島市市民文化センター 

  ③ 配布資料：平成２３年度事業報告、平成２３年度決算及び２４年度予算案、  

           平成２３年度産米の分析結果及び平成２４年度産米の分析計画等  

 ロ 第３６回酒米懇談会  

  ① 開催月日  平成２４年９月２０日（木） 

  ② 開催場所  東京都北区西ケ原１−２３−３ 滝野川会館 小ホール 

  ③ 講演内容  

    １）「酒造好適米「出羽の里」とその商品開発について」 

山形県工業技術センター       工藤晋平 先生 

    ２）｢タンパク質含量に視点をおいた酒米の高品質栽培技術」 
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     新潟大学農学部附属フィールド科学教育研究センター  星豊一 先生 

    ３）｢主食用水稲における水浸裂傷粒の発生要因と対策」 

     茨城県農業総合センター              田中研一 先生 

    ４）「Google Mapによる気象予測データを利用した農作物警戒情報システムの開 

発」 

 独）農研機構・東北農業研究センター        菅野洋光 先生 

    ５） 「水稲栽培と放射性物質について」 

     一般財団法人日本水土総合研究所           宮崎毅 先生 

  ④ 出席者５１名 

 

（３） 刊行物等の発行  

  ・第３６回酒米懇談会要旨集  （平成２４年９月） 

  ・平成２３年度酒造用原料米全国統一分析結果  （平成２４年６月１２日） 

  ・平成２４年度早期酒造用原料米全国統一分析結果  （０次） （平成２４年１２月３日） 

  ・平成２４年度酒造用原料米全国統一分析結果  （１次） （平成２４年１２月１２日） 

 

（４） 研究連絡活動  

（４−１）原料米全国統一分析  

  イ 研究会支部の状況  

    原料米全国統一分析に参加しているグループ数は、平成２４年１１月末現在で、試

料の採取を依頼している機関を含めて２９機関である。 

  ロ 平成２３年度産米の分析  

    平成２４年1月～３月の間に、前年から引続き平成２３年度産米の分析を行い、７９品  

種２３４点についての分析結果を集計し、平成２４年６月１２日付で日本酒造組合中央  

会会長及び分析を担当した各支部に報告した。 

  ハ 平成２４年度産米の分析  

① 早期分析（０次分析）及び放射能分析  

平成２４年度産米の早期酒造適性分析及び放射能分析のための試料を酒類総

合研究所に提供した（早期酒造適性分析の試料：６０点、放射能分析のみの試

料：２４点（１０月３１日時点））。日本酒造組合中央会と酒類総合研究所との共同

研究により実施された酒造適性分析のデータ及び各支部からの造り初期の酒造

概況、気象・収穫に関するデータを詳細に解析し、平成２４年産米の性質の早期

予測（０次）として平成２４年１２月３日付で関係者及び各支部に報告した。あわせ

て、放射能分析の結果についても各支部に報告した。 

② １次分析  

平成２４年度産米については、１２月初めまでに分析の終了した原料米について

結果をまとめ、０次分析結果と合わせ平成２４年度産原料米の性質を予報し、平成

２４年１２月１２日付で関係者及び各支部に報告した。 

③ ２次分析  

      ２次分析については現在継続中である。 
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（４−２）ホームページ 

 酒米研究会ホームページ（http://www.sakamai.jp/）において、平成２４年度の酒米分析

のデータ及び結果概要を加え更新し、会員間で有効に活用された。  


